日本盲教育史研究会　　
第４回研究会のご案内（一次）
	日本盲教育史研究会は創立から4年目を迎え、今年は「日本最初の盲唖院」京都府立盲学校を会場に開催されます。お陰様で会員数170名を超す研究会に成長致しました。内容的にも、昨年の研究会で芽生えた異分野との共同研究や、聾史研との研究交流等多彩なものになってきています。5月の北海道ミニ研の成功や６月にロンドンのRoyal Holloway 大学で開催される研究会 Blind Creations　Conference等国際交流の成果を踏まえ、新たな研究展開を図る予定です。日本の盲教育発祥の地での研究会に多くの皆様の参加をお待ちしています。
日本盲教育史研究会会長　引田秋生



日時　２０１５（平成２７）年１０月２４日（土）９時３０分～１６時３０分
　　　会場　京都府立盲学校花ノ坊校地　多目的教室　（〒６０３－８３０２　京都市北区紫野花ノ坊町１）　
　　　　　

　　　　内容　資料室見学【９時３０分～１０時１５分　事前予約制・先着２５人まで】

開場・受付（１０時～）　　　　　　　　
第４回総会（１０時３０分～１１時）
　　　　　　　　開会・提案・審議
              第４回研究会（１１時～１６時３０分）

　　　　　　　　挨拶（１１時～）

　　　　　　　　公募報告（１１時１５分～１２時）　★１５分×３名（公募中）

　　　　昼食休憩（１２時～１３時）
記念講演（１３時～１４時３０分）　
「日本の視覚障害者を支え続けた点字出版と点字図書館」

全国視覚障害者情報提供施設協会参与　加藤俊和氏

　　研究報告（１４時４５分～各３０分）　

「大阪における明治期盲唖教育史」　近畿聾史研究グループ　新谷嘉浩氏　
「インクルーシブな学校秩序の構築過程に関する社会学的探求―小学校における全盲児の学級
参画と支援の組織化を中心に」　大阪市立大学都市文化研究センター研究員　佐藤貴宣氏
「中村京太郎と普選－昭和３年の『点字大阪毎日』によるアンケート調査を中心に」
　　関西学院大学人間福祉研究科研究員　森田昭二氏　
　　　　　挨拶（１６時２５分～）

　　　　参加費　１０００円（当日徴収）　
　　　　昼食　　希望者には、１０００円の弁当（お茶つき）を斡旋します。　
　　　　備考　　普通文字、点字及び拡大文字の資料を準備し、要約筆記体制を配置します。

　　　　主催　　日本盲教育史研究会　
　　　　後援　　（予定）全国盲学校長会・日本盲人福祉委員会・毎日新聞社点字毎日
申し込み　〒611-0013京都府宇治市菟道丸山1-70

　　　　　　　　　　　　　　　日本盲教育史研究会事務局　moshijimu@moshiken.org
　　　　　　　　　★上記宛に「氏名・住所・所属・電話番号・メールアドレス・使用文字・昼食の
注文有無・配慮希望・資料室見学希望」を明記して、郵送又はメールで早めにお申込みください。
なお、「公募報告」を希望なさる方は２０１５年６月３０日までに、発表題を

事務局までご連絡ください。運営委員会で選考の上、発表者を決定します。
